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【背景】 自動車の多機能化 → 電子部品増 → 軽量化ニーズ

コネクタを軽量化するうえでは、応力緩和性能の維持がネック

【方法】 「結晶塑性解析」の導入 ⇒ 応力緩和挙動への応用

結晶方位の情報が物性計算の変数になる

ミクロな結晶構造を考慮したマクロな応力緩和の解析が可能になった

【課題】 銅合金の応力緩和を正確にシミューレションする手法

【目的】 材料の異方性(集合組織の影響)を考慮した解析手法の確立

新材料＆新工法の開発コスト低減

物性取得の実験を、シミュレーションで代替
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